
 

 

 
 

 

 

 なっとくんの「なるほどなっとくニュース」は、県立山口博物館のホームページでダウンロードすることができます。 

 

山口博物館駐車場南側のマテバシイ（ブナ科）。県内最大の「ドングリ」であり、殻斗（か

くと：ドングリの帽子と呼ばれる部分）は枝についたまま。炒（い）って食べられます。 

博物館入口付近のウバメガシ（ブナ科）。成長が遅く幹が

かたくなるので、備長炭の原料として有名です。 

県立山口博物館 

学校地域連携担当  

２０１３年１１月２８日  No.５５ なっとくんの 

博物館裏山のコナラ（ブナ科）。木炭やシイタケの

原木として利用されています。 

果実（ドングリ）は、よく言われるドングリのイ

メージに近い形では？ 

 

博物館裏山のアラカシ（ブナ科）。ドングリは丸々として殻斗の直径が実の直径より小さく

ベレー帽のような形が特徴。葉はかたく、先半分にするどいぎざぎざ（鋸歯：きょし）。 

どんぐりコロコロ・・・ドングリの背比
せいくら

べ！ よく見
み

ると結構
けっこう

違
ちが

う！ 

一口
ひとくち

に「ドングリ」と言
い

ってもいろいろあって、調
しら

べてみると博物館
はくぶつかん

の建物
たてもの

の周辺
しゅうへん

だ

けでも 4種類
しゅるい

ありました。今年
こ と し

は当
あ

たり年
どし

だそうで、たくさん実
みの

っていました。（11/16） 


